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本研究は、ソーシャルワークの価値と倫
理に基づいたソーシャルワークをグローバ
ルに展開するための知識・技術を⾝につけ
た⼈材（以下、グローバル⼈材）を育成す
るプログラムを構築することを⽬的とする。 

⽇本におけるソーシャルワーカー養成教
育は、1987 年の「社会福祉⼠及び介護福祉
⼠法」の制定を嚆⽮に、社会福祉⼠養成を
⽬的として本格化したが、社会福祉⼠養成
科⽬群には、グローバル⼈材の育成に関連
した科⽬が包含されていない。 

しかし、近年の世界的なグローバル化の
進⾏により、グローバル⼈材の要請が⾼ま
ってきているといえる。そこで本研究は⽬
的を、グローバルに活躍できるソーシャル
ワーカーの育成プログラムの構築すること
とし、2018 年度より開講予定の「多⽂化共
⽣ソーシャルワーク論」を軸に、海外にお
けるインターンを含むプログラム構築を⽬
指した。 

2017 年度は、海外におけるソーシャルワ
ークインターンプログラムの構築を⽬指し
た。⽅法は、カンボジア、インド等の⼈⾝
売買抑⽌活動に取り組み認定ＮＰＯ法⼈か

ものはしプロジェクト（以下、法⼈）のカ
ンボジア⽀部をインターン先に選定し、担
当スタッフの⽅とＷｅｂ会議を通してイン
ターンの内容を 6 回に亘って検討した。 

また、2 ⽉ 19 ⽇〜22 ⽇にかけてかもの
はしプロジェクトカンボジア⽀部を、訪問
した。先⽅の担当者、現地スタッフと共に
ミーディングを重ね、インターンの内容を
検討した。また、インターンプログラムの
内容の候補として上がったことを、訪問教
員３⼈で体験し、さらに内容の検討を重ね
た。その⼿続きを通して、5 ⽇間のインタ
ーンプログラムの内容が概ね完成した。 

プログラムは、１、2 ⽇⽬はプログラム
の概要のオリエンテーション及び現地スタ
ッフと学⽣のチームの波⻑合わせ、３、４
⽇の 2 ⽇間に亘りチームで地域課題の発⾒
と解決⽅法の検討、5 ⽇⽬に成果発表、と
いう内容である。 

本プログラムと通して、異⽂化の地にお
いて、学⽣の地域課題の発⾒・解決⼒の涵
養が期待できると同時に、法⼈のカンボジ
アスタッフがソーシャルワークの価値・倫
理、及び課題解決のプロセスを学んでいた
だく、双⽅向の学びの機会になることも期
待できると考えている。 

2018 年度は、プログラムの完成に向けて
パイロットスタディを⾏う予定である。 

2017 年度しあわせ研究 
⽣活課題を抱える⼈の課題緩和・解決に
貢献するグローバル⼈材育成 
プログラムの構築 
研究員 ⽊下⼤⽣ 


